
代
参
と
は
、
「
日
本
史
広
辞
典
」
に
よ
れ
ば
、
「
「
だ
い
ま
い
り
」
と
も
。
代
拝
と
も
。
本
人
に
か
わ
っ
て
、
神
社
仏
閣
に
参
詣
・
参
拝

す
る
こ
と
。
代
参
す
る
そ
の
人
も
い
強
」
と
あ
る
。
江
戸
時
代
の
庶
民
に
あ
っ
て
は
、
金
銭
的
な
面
や
街
道
の
通
行
規
制
も
あ
っ
て
か
、

な
か
な
か
神
社
仏
閣
に
参
詣
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
代
参
識
ど
い
う
名
称
で
、
そ
の
講
中
の
中
か
ら
銭
引
き
な
ど
の
方
法
で
代
表
の

参
拝
者
を
決
め
、
代
参
者
は
講
員
を
代
表
し
て
神
社
仏
閣
に
参
詣
し
、
メ
ン
バ
ー
の
御
札
や
御
守
を
求
め
、
祈
願
を
依
頼
し
て
い
た
。
武

家
に
あ
っ
て
も
、
家
臣
や
大
奥
女
中
が
代
わ
っ
て
参
詣
す
る
こ
と
が
頻
繁
に
行
な
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

筆
者
は
か
っ
て
武
家
の
女
性
の
中
で
も
、
将
軍
家
に
仕
え
る
江
戸
城
大
奥
女
性
と
日
蓮
宗
寺
院
と
の
信
仰
的
な
つ
な
が
り
に
つ
い
て
論

（
３
）

究
し
た
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
従
来
、
両
者
の
関
係
は
、
谷
中
感
応
寺
事
件
・
谷
中
延
命
院
事
件
・
智
泉
院
事
件
と
い
っ
た
艶
色
事
件

で
捉
え
ら
蝿
信
仰
的
な
側
面
は
あ
ま
り
語
ら
れ
て
い
な
い
。
む
し
ろ
、
大
奥
女
性
の
寺
院
参
詣
に
し
て
も
、
信
仰
面
は
な
か
つ
た
か
の

（
５
）

よ
う
な
見
解
が
通
説
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
本
稿
で
は
、
江
戸
城
大
奥
女
性
と
ゆ
か
り
の
あ
る
江
戸
鼠
山
感
応
寺
を
事
例
に
取
り
上
げ
、
代

江
戸
城
大
奥
女
性
の
代
参
に
つ
い
て
（
望
月
）

江
戸
城
大
奥
女
性
の
代
参
に
つ
い
て

一
は
じ
め
に

～
鼠
山
感
応
寺
の
事
例
を
中
心
に
～

望
月
真
澄

(〃9）



感
応
寺
年
表

年
月
日
（
西
暦
）
内
容

天
保
四
年
十
月
池
上
本
門
寺
・
比
企
谷
妙
本
寺
両
山
の
兼
職
、
四
十
八
世
日
萬
、
感
応
寺
の
退
転
を
嘆
き
、
寺
社
奉
行

（
一
八
三
三
）
脇
坂
中
務
大
輔
忠
薫
へ
伝
え
る
。
安
藤
家
の
下
屋
敷
を
召
し
上
げ
、
新
規
に
一
寺
建
立
の
願
い
を
出

鼠
山
感
応
寺
の
成
立
と
展
開
に
つ
い
て
は
、
宮
崎
英
修
氏
が
既
に
論
究
し
て
お
り
、
感
応
寺
の
取
立
て
か
ら
破
却
に
至
る
ま
で
の
経
過

（
６
）

に
つ
い
て
関
係
史
料
を
紹
介
し
、
分
析
し
て
い
る
。
こ
の
寺
院
に
つ
い
て
、
寺
門
静
軒
は
「
江
戸
繁
盛
記
』
の
中
で
、
谷
中
感
応
寺
・
湯

（
７
）

島
天
神
・
目
黒
不
動
を
「
大
江
戸
の
三
富
」
と
呼
び
、
千
両
取
の
富
突
で
天
下
に
知
ら
れ
て
い
た
寺
院
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。
中
老
僧

日
源
を
開
山
と
し
、
江
戸
時
代
初
期
に
は
池
上
本
門
寺
の
末
寺
で
あ
っ
た
が
、
元
禄
年
間
に
不
受
不
施
を
主
張
し
て
元
禄
十
二
年
（
一
六

（
８
）

九
九
）
に
天
台
宗
に
改
宗
さ
せ
ら
れ
た
寺
院
で
あ
る
。
そ
の
後
、
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
に
護
国
山
天
王
寺
と
改
称
し
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
こ
の
感
応
寺
の
成
立
に
至
る
過
程
に
つ
い
て
、
金
子
十
徳
が
記
し
た
「
櫨
塗
と
い
う
史
料
を
用
い
て
概
観
し
て
み
た

い
。
そ
れ
で
は
、
同
史
料
か
ら
感
応
寺
の
成
立
に
関
す
る
記
載
事
項
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、
年
譜
形
式
に
し
て
紹
介
し
て
み
る
こ
と
に
し

し
‘
今
や
《
ノ
。

江
戸
城
大
奥
女
性
の
代
参
に
つ
い
て
（
望
月
）

参
と
い
う
参
詣
形
態
の
実
態
分
析
か
ら
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
し
、
信
仰
的
な
つ
な
が
り
に
つ
い
て
探
っ
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

二
感
応
寺
の
概
観

す

(I20)



十
月
十
七
日

十
二
月
十
三
日

天
保
五
年
正
月
十
六
日

（
一
八
三
四
）

天
保
六
年
龍

（
一
八
三
五
）

天
保
七
年

（
一
八
三
六
）

十
二
月
十
二
日

天
保
九
年
七
月
二
十
日

（
一
八
三
八
）
’
二
十
七

天
保
十
二
年
十
一
月
九
日

’
二
十
七

（
一
八
四
二

六
月
一
日

九
月
十
九
日

六
年
閏
七
月
十
日

十
一
月
十
三
日
鼓
楼
、
取
壊
さ
れ
る

江
戸
城
大
奥
女
性
の
代
参
に
つ
い
て
（
望
月
）

正
月
二
十
四
日
地
祭
修
行
す
る

日

寺
社
奉
行
脇
坂
侯
へ
願
文
を
捧
げ
る

執
政
水
野
出
羽
守
へ
一
寺
建
立
の
台
命
を
伝
え
る

地
所
三
万
坪
、
堂
宇
は
釈
迦
堂
・
祖
師
堂
・
経
蔵
・
五
重
塔
・
鎮
守
堂
・
宝
蔵
・
鐘
楼
・
鼓
楼
・
山
門
・

総
門
・
中
門
・
本
坊
向
客
殿
・
玄
関
・
書
院
・
庫
裏
・
住
持
居
間
・
文
庫
蔵
・
雑
蔵
・
番
所
・
塔
中
十

軒
の
御
取
建
の
願
文
を
出
す

江
戸
城
へ
登
城
す
る

安
藤
家
下
屋
敷
地
所
を
拝
領
す
る

本
堂
が
建
立
さ
れ
る

本
尊
入
仏
供
養
が
厳
修
さ
れ
る

開
堂
供
養
が
厳
修
さ
れ
る

御
朱
印
を
始
め
、
代
々
尊
牌
・
大
黒
天
像
・
緋
幕
等
を
阿
部
伊
勢
守
へ
納
め
る

(121)



江
戸
城
大
奥
女
性
の
代
参
に
つ
い
て
（
望
月
）

十
一
月
十
七
日
祖
師
像
、
池
上
へ
退
座
と
な
る

十
一
月
二
十
一
日
日
詮
、
池
上
檀
林
照
栄
院
へ
退
身
す
る

十
二
月
七
日
日
詮
、
随
身
の
僧
残
ら
ず
引
払
う

天
保
十
三
年
正
月
本
堂
、
取
壊
さ
れ
、
材
木
を
比
企
谷
へ
引
き
移
し
た
い
願
い
を
出
す
。
お
聞
き
済
し
の
上
、
手
当
て
と

（
一
八
四
二
）
し
て
金
五
百
両
を
給
わ
り
、
取
壊
さ
れ
る

二
月
二
十
九
日
本
堂
、
残
ら
ず
取
壊
さ
れ
る

こ
の
年
譜
か
ら
み
る
と
、
感
応
寺
は
天
保
五
年
二
八
三
四
）
の
創
建
で
、
境
内
は
二
万
八
千
六
百
五
十
坪
と
、
壮
大
な
寺
域
で
あ
っ

た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
御
朱
印
高
三
十
石
、
本
山
の
真
間
山
弘
法
寺
と
同
格
で
池
上
本
門
寺
の
支
配
と
な
っ
て
い
る
。
池
上
本
門
寺
四
十

八
世
・
鎌
倉
比
企
谷
妙
本
寺
両
山
兼
職
の
日
萬
は
、
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
十
月
十
七
日
、
感
応
寺
の
退
転
を
嘆
き
、
寺
社
奉
行
脇
坂

中
務
大
輔
忠
薫
に
こ
の
こ
と
を
告
げ
た
。
し
か
し
、
感
応
寺
は
山
号
を
転
ぜ
ら
れ
て
護
国
山
天
王
寺
と
な
り
、
寺
号
を
拝
領
し
て
い
る
。

そ
こ
で
あ
ら
た
に
再
興
の
願
い
を
出
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
幕
府
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
長
耀
山
感
応
寺
の
寺
号
が
下
し
置
か
れ
、
新
規

（
い
｝

に
お
取
り
立
て
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
十
一
代
将
軍
家
斉
側
室
お
美
代
の
方
の
肝
い
り
が
あ
っ
た
か
ら
と
い
わ
れ
て
い
る
。
お

美
代
の
方
は
、
文
化
三
年
本
丸
御
次
と
な
り
同
七
年
御
中
調
、
十
年
に
溶
姫
（
加
賀
前
田
斎
泰
夫
人
）
、
十
二
年
に
仲
姫
（
死
亡
）
、
十
四

（
皿
）

年
に
末
姫
（
広
島
浅
野
斎
粛
夫
人
）
を
出
産
し
、
将
軍
家
斉
の
寵
愛
を
う
け
て
い
た
女
性
で
あ
る
。
地
所
は
、
安
藤
対
馬
守
の
下
屋
敷
が

召
し
上
げ
ら
れ
、
本
門
寺
へ
寄
付
し
た
形
が
と
ら
れ
て
い
る
。
同
年
十
二
月
十
三
日
、
水
野
出
羽
守
へ
一
寺
建
立
の
台
命
を
伝
え
、
翌
五

年
（
一
八
三
四
）
六
月
一
日
に
お
取
り
立
て
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
に
地
均
し
が
始
ま
っ
た
が
、
「
日
蓮
宗
門
の
徒
日
々
に
集
り
、
土
を
運
び
千
本
突
と
い
ふ
事
を
い
た
す
、
後

(I22)



に
は
一
群
一
群
の
目
じ
る
し
、
揃
へ
の
手
拭
揃
へ
の
着
物
な
ど
、
老
若
の
男
女
交
り
、
け
ふ
は
何
方
の
奥
向
、
い
ず
か
た
の
御
守
殿
女
達

（
吃
）

と
、
賑
や
か
な
る
に
付
て
は
、
又
夫
を
見
物
せ
ぱ
や
と
て
、
他
宗
の
者
も
打
交
り
、
日
に
日
に
繁
栄
」
と
、
江
戸
の
講
中
は
幡
を
立
て
て

押
し
出
し
、
大
奥
女
性
が
千
本
突
き
に
参
加
す
る
と
い
う
珍
し
い
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
の
状
況
に
つ
い
て
、
「
女
は
縮
緬
そ
の
他
結
構
な

衣
裳
の
ま
ま
或
は
板
じ
め
ち
り
め
ん
な
ど
の
た
す
き
を
掛
け
た
る
も
の
あ
り
、
侍
女
す
ら
か
く
の
如
し
、
農
工
商
に
お
い
て
皆
こ
ぞ
集
ま
、

そ
の
数
お
び
た
だ
し
、
一
日
に
何
万
か
計
り
難
し
。
こ
の
日
本
丸
女
中
加
賀
侯
の
女
中
も
来
り
て
地
均
し
す
る
な
ど
前
代
未
聞
と
い
う
べ

（
凪
）

し
」
と
、
感
応
寺
の
賑
わ
い
は
相
当
な
も
の
で
、
大
奥
女
性
が
参
加
し
て
い
る
姿
が
如
実
に
記
さ
れ
て
い
る
。

感
応
寺
の
境
内
は
、
釈
迦
堂
・
祖
師
堂
・
経
蔵
・
五
重
塔
・
鎮
守
堂
・
宝
蔵
・
鐘
楼
・
鼓
楼
・
山
門
・
惣
門
・
中
門
・
本
坊
向
客
殿
・

玄
関
・
書
院
・
庫
裏
・
住
持
居
間
・
文
庫
蔵
・
雑
蔵
・
番
所
・
塔
中
十
軒
と
い
っ
た
堂
宇
が
建
ち
並
び
、
想
像
を
絶
す
る
ほ
ど
の
規
模
の

大
寺
院
で
あ
っ
た
。
周
辺
の
状
況
に
つ
い
て
、
「
江
戸
風
俗
総
ま
く
り
」
に
は
、
「
出
精
し
て
頗
る
霊
場
大
伽
藍
と
成
る
物
か
ら
農
家
忽
ち

（
汎
）

料
理
店
と
替
り
、
会
式
夜
篭
り
師
走
の
市
漸
々
繁
栄
の
兆
を
顕
す
」
と
感
応
寺
が
鼠
山
に
再
興
さ
れ
て
か
ら
、
そ
の
周
辺
が
賑
や
か
に
な
っ

料
理
店
と
替
り
、
会
式
夜
》

た
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。

次
に
、
「
櫨
楓
』
に
記
載
さ
れ
る
感
応
寺
の
縁
起
か
ら
概
要
を
探
っ
て
み
た
い
。

遥
に
遠
く
谷
中
感
応
寺
（
今
は
護
国
山
天
王
寺
と
改
号
）
由
来
を
尋
る
に
、
文
永
年
中
高
祖
上
人
佐
渡
流
罪
の
所
、
兼
て
天
下
を
い

さ
め
給
ひ
し
立
正
安
国
論
の
本
文
に
違
は
ず
、
鎌
倉
に
合
戦
お
こ
り
し
か
ぱ
、
始
て
凡
人
に
あ
ら
ざ
る
事
を
知
り
、
い
そ
ぎ
赦
免
あ

り
て
鎌
倉
に
帰
ら
せ
給
ふ
。
折
か
ら
武
州
谷
中
の
郷
を
過
給
ふ
所
に
百
姓
の
妻
な
る
も
の
難
産
に
悩
、
前
に
左
遷
の
折
か
ら
、
同
国

新
倉
に
お
い
て
隅
田
五
郎
時
光
の
妻
の
難
産
を
救
ひ
給
ひ
霊
験
を
や
聞
し
り
け
ん
。
折
よ
く
上
人
鎌
倉
へ
帰
ら
せ
給
ふ
と
聞
、
い
そ

ぎ
我
家
に
請
じ
て
安
産
を
願
ひ
し
か
ば
、
上
人
曼
陀
羅
を
認
給
は
ん
と
す
る
に
、
紙
さ
へ
貯
な
か
り
し
か
ば
、
邊
り
を
見
い
だ
し
給

江
戸
城
大
奥
女
性
の
代
参
に
つ
い
て
（
望
月
）
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こ
れ
に
よ
れ
ば
、
宗
祖
日
蓮
佐
渡
流
罪
の
折
に
遡
り
、
難
産
の
者
に
杓
子
を
も
っ
て
十
界
の
曼
茶
羅
本
尊
を
勧
請
し
、
こ
れ
に
よ
り
安

産
と
な
っ
た
霊
験
が
記
さ
れ
て
い
る
。
碑
文
谷
法
華
寺
は
日
源
を
開
山
に
仰
ぎ
、
杓
子
に
よ
っ
て
刻
ん
だ
尊
像
が
奉
安
さ
れ
る
と
い
わ
れ

（
鳩
）

て
い
る
が
、
現
在
は
谷
中
瑞
輪
寺
の
安
産
し
ゃ
も
じ
の
祖
師
像
と
な
っ
て
祖
師
堂
が
建
立
さ
れ
、
礼
拝
さ
れ
て
い
る
。
感
応
寺
の
堂
宇
の

中
心
と
な
る
本
堂
の
本
尊
は
、

左
脇
大
黒
天
秘
仏
文
恭
院
随
身
仏

天
保
十
二
年
閏
正
月
十
二
日
広
太
院
上
意
に
よ
っ
て
御
側
坊
主
栄
嘉
持
参
し
て
当
寺
に
納
め
る
本
堂
脇

に
奉
安

本
尊
宗
祖
日
蓮
大
菩
薩
読
経
坐
像
施
主
は
当
御
丸
大
奥
女
中
衆
に
し
て
世
話
人
は
山
岡
勝
井
女
性

天
保
六
年
三
月
二
十
一
日
池
上
本
門
寺
四
十
八
世
日
萬
上
人
開
眼

右
脇
大
国
阿
闇
梨
日
朗
菩
薩
念
珠
の
坐
像

と
す
。
（
後
略
）

江
戸
城
大
奥
女
性
の
代
参
に
つ
い
て
（
望
月
）

ふ
に
新
し
き
杓
子
有
。
則
上
人
此
杓
子
へ
十
界
の
諸
尊
を
勧
請
し
給
ひ
、
か
の
杓
子
へ
向
て
祈
念
し
給
へ
ぱ
頓
に
安
産
せ
し
と
か

や
。
其
後
身
延
山
に
閉
居
ま
し
ま
し
け
る
。
然
る
に
此
れ
谷
中
の
郷
に
有
徳
な
る
郷
士
あ
り
。
其
名
を
数
馬
と
云
、
其
父
を
勘
次

郎
長
耀
入
道
道
歓
と
云
。
隠
室
を
結
び
て
住
け
る
が
、
此
霊
験
を
聞
、
頻
り
に
宗
門
に
帰
伏
し
け
る
折
節
、
高
祖
身
延
山
よ
り
当
国

池
上
左
衛
門
太
夫
宗
仲
が
館
に
逗
留
ま
し
ま
し
け
る
を
聞
て
、
道
歓
則
池
上
に
詣
で
ま
み
え
奉
り
己
が
隠
宅
を
転
じ
て
道
場
を
営
ん

事
を
願
。
高
祖
聞
し
召
、
幸
ひ
当
国
碑
文
谷
法
華
寺
の
日
源
聖
人
を
し
て
開
山
と
し
給
ひ
、
道
歓
坊
の
実
名
長
耀
を
以
て
山
号
と
し

長
耀
山
感
応
寺
と
号
。
日
源
聖
人
命
を
蒙
り
谷
中
を
草
創
し
、
彼
杓
子
を
御
服
蔵
と
し
て
、
則
高
祖
の
尊
像
を
刻
み
て
当
寺
の
本
尊

(124)



開
山
賜
紫
妙
華
院
日
萬
上
人
持
経
坐
像
日
萬
上
人
自
作
開
眼

と
、
日
蓮
（
祖
師
）
坐
像
を
中
心
に
、
脇
に
大
黒
天
・
日
朗
坐
像
と
い
っ
た
勧
請
で
あ
る
。
日
蓮
坐
像
は
、
読
経
像
で
『
感
応
寺
興
隆
記
」

（
肥
）

に
も
「
此
度
御
本
丸
大
奥
女
中
寄
進
方
御
発
起
二
而
祖
師
之
像
出
来
感
応
寺
江
御
納
相
成
候
」
と
あ
る
よ
う
に
、
江
戸
城
大
奥
女
性
の
寄

進
に
よ
る
本
尊
で
あ
っ
た
。
大
黒
天
も
十
一
代
将
軍
家
斉
の
随
身
仏
と
い
っ
た
由
緒
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
本
堂
は
、
天
保
九
年
二
八

三
八
）
七
月
二
十
日
よ
り
八
日
間
開
堂
供
養
を
行
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
折
の
導
師
は
、
中
延
法
蓮
寺
日
詮
が
勤
め
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
の
栄
華
を
極
め
た
感
応
寺
も
、
幕
府
の
天
保
改
革
の
風
紀
粛
正
も
あ
っ
て
か
、
わ
ず
か
六
年
後
の
天
保
十
二
年
二
八
四
二
に
は
取

（
〃
）

り
壊
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
取
り
壊
し
の
理
由
は
、
将
軍
家
斉
の
死
去
、
水
野
忠
邦
の
政
策
、
新
興
勢
力
を
ね
た
む
も
の
の
ざ
ん
訴
が

（
肥
）

あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
当
時
の
随
筆
に
も
、
「
世
は
代
押
う
つ
り
、
越
州
無
益
の
荘
観
也
と
て
、
是
迄
御
取
立
の
大
寺
を
悉
く
壊
捨
、
本
尊

は
本
門
寺
へ
う
つ
し
、
歌
舞
伎
座
を
浅
草
山
の
宿
（
中
略
）
此
鼠
山
の
余
れ
る
地
へ
住
ま
し
め
た
り
、
鳴
呼
感
応
寺
往
古
悲
田
派
を
罰
し

（
脇
）

て
台
宗
に
か
は
り
し
を
、
御
再
興
の
た
め
に
却
て
名
目
を
亡
ぼ
し
い
」
と
、
世
の
中
の
移
り
変
わ
り
と
と
も
に
短
期
間
に
感
応
寺
が
隆
盛

を
極
め
、
廃
寺
と
な
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
、
感
応
寺
と
大
名
・
そ
の
大
奥
女
性
の
代
参
に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
と
思
う
。

大
名
の
参
詣
は
、
表
１
に
示
す
通
り
で
あ
り
、
史
料
的
に
は
家
斉
の
子
息
を
中
心
に
し
て
、
天
保
七
年
二
八
三
六
）
十
月
二
十
一
日

か
ら
十
二
年
正
月
十
九
日
ま
で
の
間
に
代
参
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
に
は
、

如
斯
文
恭
院
様
御
公
達
を
は
じ
め
奉
り
、
御
縁
辺
の
御
方
御
方
御
参
詣
は
勿
論
、
姫
君
様
方
よ
り
の
御
代
参
日
々
に
て
、
御
奉
納
物

江
戸
城
大
奥
女
性
の
代
参
に
つ
い
て
（
望
月
）

三
武
家
・
大
奥
女
性
に
よ
る
感
応
寺
へ
の
代
参
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表1 感応寺参詣者一覧（将軍家・大名）

（
ぬ
函
『
）

年号 （西暦） 月日 参詣者 関 係

天保7年（1836） 10月21日

11月7日

8年（1837） 10月25日

10月29日

9年（1838） 4月11日

8月13日

9月18日

10月11日

10月16日

10月20日

10月23日

10年(1839) 3月9日

4月13日

10月23日

10月29日

11月5日

11月5日

11年（1840） 2月24日

2月23日

尾張中納言斎温卿

一橋民部卿

家斉四十五の永姫の婿

尾張大納言斎温卿

清水内卿

松平越前守

松平讃岐守嫡子

松平兵部大輔

松平弾正大弼

田安中納言斎荘卿

清水宮内卿

田安一位斎匡卿

松平三河守殿奥方

右大将家祥公

松平安芸守段姫君

一橋民部卿

田安右衛門督

田安一位斎匡公

水戸黄門公女隠居

松平三河守女隠居

家斉46の若君

田安一位公兵部卿斎礼公の御蕊君

君
君
若
若
の
の
８
９
４
４
斉
斉
家
家

家斉52の若君

家斉29の若君・文化10年12月25日田安一位斎匡卿婿子。後年尾

州家相続

家斉舎弟・天明7年6月13日田安家相続

三河守は家斉37の若君

将軍家第7の若君

安芸守は家斉42の末姫の婿／安芸守の妹

家斉甥一位斎匡公若君



は
勿
論
、
御
祈
祷
・
御
回
向
等
の
御
施
物
、
諸
人
の
耳
目
を
お
ど
る
か
せ
り
。
又
、
天
保
九
戌
年
開
堂
供
養
も
相
済
け
る
程
に
、
日

寓
上
人
老
衰
の
事
ゆ
へ
、
住
職
の
知
識
を
撰
れ
け
る
所
、
中
延
法
蓮
寺
隠
居
妙
沽
院
日
詮
聖
人
に
相
極
り
、
則
上
職
に
達
し
け
る
所
、

同
年
十
月
廿
四
日
、
日
詮
聖
人
住
職
初
祖
た
る
べ
く
の
旨
台
命
を
承
り
、
同
十
一
月
二
日
、
日
詮
上
人
、
寺
社
奉
行
衆
廻
勤
、
同
五

日
感
応
寺
へ
入
山
の
所
、
新
地
に
て
末
無
縁
の
事
故
困
窮
の
所
、
住
職
手
元
さ
し
っ
か
へ
可
申
、
依
て
当
分
暮
し
方
為
御
手
当
、
西

丸
大
奥
よ
り
金
弐
百
両
を
御
内
分
と
て
下
し
給
り
、
同
年
日
詮
上
人
登
城
、
住
職
の
御
礼
御
目
見
、
尤
御
白
書
院
独
礼
（
後
略
）

と
、
家
斉
に
縁
の
あ
る
大
名
や
そ
の
奥
向
き
女
性
、
姫
君
と
い
っ
た
人
々
の
代
参
で
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
、
奉
納
物
・
祈
祷
・
回
向
等

に
関
す
る
施
物
は
、
周
囲
の
人
々
の
目
を
驚
か
す
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。
十
一
代
将
軍
家
斉
は
、
一
橋
大
納
言
治
済

の
嫡
子
で
あ
り
、
十
代
将
軍
家
治
に
子
が
な
い
の
で
一
橋
家
よ
り
入
っ
て
そ
の
養
子
と
な
り
、
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
に
征
夷
大
将
軍

と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
天
保
八
年
、
在
職
五
十
一
年
を
し
て
将
軍
職
を
家
慶
に
譲
っ
て
か
ら
も
、
大
御
所
と
し
て
天
保
十
二
年
に
逝

（
釦
）

去
す
る
ま
で
、
西
丸
に
お
い
て
五
年
間
執
政
を
行
な
っ
て
い
る
。

こ
の
感
応
寺
と
江
戸
城
大
奥
女
性
と
の
や
り
と
り
に
関
し
、
江
戸
城
大
奥
の
飛
鳥
井
他
四
名
が
、
池
上
本
門
寺
住
持
日
万
に
送
っ
た

江
戸
城
大
奥
女
性
の
代
参
に
つ
い
て
（
望
月
）

(J27)
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．
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劃
）

卦
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報
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十
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霞
ｓ
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こ
れ
に
よ
れ
ば
、
上
々
様
（
十
一
代
家
斉
）
・
公
方
様
（
十
二
代
家
慶
）
と
い
っ
た
人
の
体
調
が
よ
い
折
に
、
家
斉
が
西
丸
に
無
事
移
っ

た
こ
と
が
記
さ
れ
、
「
御
寿
命
万
々
歳
天
下
泰
平
御
長
久
御
繁
昌
」
と
い
っ
た
内
容
の
祈
祷
を
感
応
寺
本
堂
の
祖
師
に
依
頼
し
た
も
の
で

あ
る
。
こ
の
関
係
の
史
料
は
、
御
堂
浄
蓮
寺
に
十
五
通
残
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
差
出
者
、
祈
願
内
容
と
い
っ
た
こ
と
を
中
心
に
一
覧
し
て

み
る
と
表
２
の
よ
う
に
な
る
。
書
状
の
た
め
、
年
代
が
特
定
で
き
な
い
が
、
感
応
寺
本
堂
祖
師
へ
の
祈
願
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
感
応
寺

が
存
在
し
て
い
た
時
期
に
限
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
副
）

書
状
を
紹
介
し
た
い
。

文
の
様
ま
つ
ま
つ
上
々
様
方
御
機
嫌
よ
く
成
ら
せ
給
、
な
お
公
方
様
御
機
嫌
よ
く
成
ら
せ
給
、
御
め
て
度
さ
扱
は
、
此
程
御
移
替

二
付
、
猶
何
之
御
障
り
も
被
為
有
す
、
万
た
ん
御
滞
無
済
せ
給
、
御
寿
命
万
々
歳
天
下
泰
平
御
長
久
御
繁
昌
被
遊
候
、
御
取
立
成
ら

せ
ら
れ
候
感
応
寺
御
本
堂
祖
師
前
に
お
い
て
、
め
う
が
の
た
め
御
祈
祷
随
分
御
申
上
ヶ
被
成
候
よ
し
、
右
二
付
御
巻
数
御
洗
米
被
遺
、

め
て
度
と
ら
せ
宣
敷
取
計
ま
い
ら
せ
候
事
に
御
座
候
、
こ
の
内
有
若
様
へ
も
御
同
様
ニ
御
さ
し
上
被
成
度
被
遺
、
是
又
御
取
ら
せ
よ

ろ
し
く
取
計
ま
い
ら
せ
候
事
二
御
座
候
、
め
て
度
か
し
ぐ

（
上
書
） 江

戸
城
大
奥
女
性
の
代
参
に
つ
い
て
（
望
月
）

池
上
日
万
聖
人

飛
鳥
井

（
因
）

華
そ
の

野
村

（
山
）

瀬
や
ま

滝
川

(I28)



表2 大奥局祈願一覧

（
・
函
『
）

(註） ひらがなで書かれている女性名の内、漢字に直せる名前のみ直した。

(出典） 埼玉県浄蓮寺文書（｢大田区史」資料編・寺社2所収）

園|旦葺侭感拭超e芝執辿0sし（訓亟）

差 出 者 祈 願 内 容

うら辻小かわ（川） すき岡かめの沢をか（岡） 大納言・右衛門督御機嫌よく

飛鳥井山の井姉小路野むら（村） 浜おか（岡） 上々様御機嫌よく ・御朱印30石御いたたき

花町 梅たに（谷） 芝山たき （滝）山

花町 梅たに（谷） 芝山たき （滝）山

大御台様御機嫌よく

大御台様御機嫌よく

御朱印30石頂戴いただき

御移替滞なく済せ

倉はし（橋） その（園）村浜川 松栄院様御機嫌よく 洗米上げ

高倉杉うら（浦） その沢石井野川 上々様方御機嫌よく 太歳三ケ日祈祷洗米差上

の井姉小路はま （浜）岡たき （滝）津岩おか（岡）
八重しまほり （堀）川歌まち（町） その（園）山たき （滝）川

上々様方御機嫌よく ・巻数洗米差上

飛鳥井華その（園） 野村瀬やま （山） 滝川 上々様・公方様御機嫌よく ・御移替

岩岡八重鴫 大納言様御機嫌よく ・大御所様御移滞な〈 ・祈祷巻数

献上

飛鳥井山の井姉小脇野むら（村） 浜をか（岡） 滝津 上様御機嫌よく ・御移替・巻数御洗米御上ケ

花その（園） せやま （瀬山） 滝かわ（川） 大御所様御機嫌よく御移替・巻数御上ケ

飛鳥井華その（園） 野村瀬やま（山） 滝川 公方様御機嫌よく

ほり （堀）川歌まち（町） つほねその（園）山袖川 御台様御機嫌よく ・御移替・巻数御洗米上ケ

花その（園） せやま （瀬山） たき （滝）川 大御所様御機嫌よく ・御朱印30石頂戴

飛鳥井山の井姉小路野むら（村） はなまち（花町）
滝津和か川歌まち（町） つほね（局） そのやま （園山） 袖川

上々様御機嫌よく ・庫裏普諭荒噌出来

華町梅渓芝山滝山 御台様ご機嫌よく ・巻数洗米差上



そ
こ
で
、
江
戸
城
大
奥
女
性
の
代
参
の
実
態
を
み
て
み
る
と
、
史
料
的
に
は
天
保
十
年
（
一
八
三
九
）
十
月
二
十
八
日
の
西
丸
表
使
嶋

田
女
性
と
御
使
番
一
人
が
代
参
し
た
記
録
が
初
見
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
同
十
二
年
（
一
八
四
二
四
月
二
十
九
日
に
栄
嘉
が
代
参
し
、
有

君
容
態
悪
し
き
に
付
祈
祷
を
依
頼
し
た
こ
と
ま
で
、
約
一
年
七
ヶ
月
の
代
参
の
実
態
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
、
分

類
し
て
み
る
と
、
水
神
関
係
・
施
餓
鬼
・
宝
物
奉
納
・
御
遺
物
・
十
二
支
祈
祷
に
分
け
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
内
容
を
紹
介
し
、

代
参
の
特
徴
や
そ
の
形
態
に
つ
い
て
探
っ
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

江
戸
城
大
奥
女
性
の
代
参
に
つ
い
て
（
望
月
）

こ
の
個
々
の
大
奥
女
性
の
所
属
に
つ
い
て
詳
し
く
知
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
祈
願
内
容
は
、
将
軍
・
御
台
所
と
い
っ
た
人
々
の
身
体

健
全
が
主
な
祈
願
で
あ
っ
た
。
感
応
寺
が
お
取
立
て
に
な
っ
て
か
ら
は
、
三
十
石
の
御
朱
印
が
幕
府
よ
り
下
さ
れ
、
内
容
も
感
応
寺
の
普

請
が
終
わ
っ
た
お
礼
と
い
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
折
に
、
祈
祷
の
巻
数
と
洗
米
を
献
上
し
て
い
る
場
合
も
あ
っ
た
。

（
煽
力
）
（
錘
）

こ
う
し
て
感
応
寺
で
は
、
「
感
応
寺
祖
師
霊
前
毎
月
天
下
泰
平
国
家
安
全
之
御
祈
祷
法
華
経
読
訓
無
解
怠
別
段
執
行
仕
候
」
と
江
戸
城

大
奥
女
性
よ
り
祈
祷
を
依
頼
さ
れ
て
い
た
が
、
「
未
十
二
月
十
二
日
祖
師
入
仏
江
戸
中
繁
昌
セ
ツ
半
頃
参
詣
退
散
御
美
代
代
参
勝
井
代

（
漣
）

参
三
保
口
代
参
袖
嶋
代
参
其
外
共
大
勢
参
詣
」
と
本
堂
落
慶
式
の
折
は
家
斉
側
室
お
美
代
の
方
の
代
参
と
し
て
大
奥
女
性
が
参
詣
し
、
賑

や
か
で
あ
っ
た
様
子
が
窺
え
る
。

こ
こ
で
は
、
「

に
は
天
保
十
年

こ
と
が
で
き
る
。

「

四
『
櫨
楓
』
に
み
ら
れ
る
代
参
の
様
相

櫨
楓
』
に
よ
り
、
江
戸
城
大
奥
女
性
と
感
応
寺
の
つ
な
が
り
に
関
す
る
事
項
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
み
る
と
、
資
料
的

二
八
三
九
）
正
月
二
十
九
日
か
ら
同
十
二
年
（
一
八
四
二
七
月
二
十
五
日
ま
で
の
代
参
に
関
す
る
内
容
を
窺
い
知
る

(130)



（
水
神
関
係
）

天
保
十
一
年

九
月
十
九
日

十
一
月
十
八
日

十
二
月
一
日

天
保
十
二
年

一
月
十
五
日

一
月
十
五
日

西
丸
栄
嘉
・
お
い
た
女
性
代
参
と
し
て
白
銀
三
枚
を
水
神
宮
へ
納
め
る
。
こ
れ
よ
り
正
．
五
・
九
月
に
納
め
、
法
楽

祈
祷
を
依
頼
す
る
。
栄
嘉
女
性
、
金
百
疋
、
お
い
た
女
性
銀
一
封
・
お
菓
子
を
持
参
す
る

閏
正
月
五
日
西
丸
、
金
五
百
疋
を
奉
納
す
る
。
家
斉
の
小
用
相
増
す
よ
う
水
神
宮
へ
法
楽
加
持
の
依
頼
が
嶋
田
・
谷
浦
女
性
よ
り

申
し
出
が
あ
る

天
保
十
一
年
二
八
三
九
）
九
月
十
九
日
に
は
、
家
斉
よ
り
感
応
寺
祖
師
・
水
神
・
霊
神
へ
奉
納
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
水

神
は
、
本
堂
内
に
勧
請
さ
れ
る
が
、
嶋
田
女
性
は
、
毎
年
暮
れ
に
常
経
料
と
し
て
金
二
十
両
を
奉
納
し
て
い
る
。
こ
れ
が
御
台
所
の
依
頼

か
本
人
の
も
の
か
は
史
料
的
に
判
別
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
西
丸
栄
嘉
・
お
い
た
女
性
は
、
代
参
と
し
て
白
銀
三
枚
を
水
神
に
納
め
、

（
別
）

特
に
正
月
・
五
月
・
九
月
の
月
に
は
法
楽
加
持
を
依
頼
し
て
い
る
。
ま
た
、
家
斉
は
天
保
十
二
年
正
月
よ
り
病
床
に
伏
し
た
が
、
家
斉
の

小
用
が
増
す
よ
う
に
と
、
法
楽
加
持
を
嶋
田
・
谷
浦
女
性
が
依
頼
し
て
い
る
こ
と
が
祈
願
内
容
か
ら
み
る
特
徴
で
あ
る
。

江
戸
城
大
奥
女
性
の
代
参
に
つ
い
て
（
望
月
）

（
一
八
四
○
）

家
斉
よ
り
当
山
祖
師
へ
御
初
尾
白
銀
三
枚
、
水
神
へ
白
銀
二
枚
、
霊
神
（
大
田
道
潅
女
）
へ
白
銀
二
枚
の
お
供
え
が

（
一
八
四
二

本
堂
内
に
勧
請
さ
れ
る
水
神
へ
御
初
尾
と
し
て
白
銀
三
枚
、
老
女
瀬
山
女
性
よ
り
二
百
疋
、
嶋
田
女
性
・
広
瀬
女
性
・

谷
浦
女
性
よ
り
二
百
疋
、
そ
れ
ぞ
れ
奉
納
が
あ
る

西
丸
嶋
田
女
性
よ
り
毎
年
暮
、
水
神
宮
へ
常
経
料
と
し
て
金
二
十
両
の
奉
納
が
あ
る

あ
る

(I3J)



（
宝
物
奉
納
関
係
）

天
保
十
一
年
二
卵

五
月
十
九
日

七
月
五
日

二

八

二
月
五
日
御
台
所
、
明
日
か
ら
七
日
間
施
餓
鬼
修
行
を
依
頼
す
る

二
月
七
日
家
斉
追
善
の
た
め
施
餓
鬼
を
行
な
う

七
月
十
五
日
客
殿
に
お
い
て
尊
霊
菩
提
の
た
め
施
餓
鬼
修
行
を
行
な
う

将
軍
家
の
代
々
尊
霊
菩
提
の
た
め
に
施
餓
鬼
を
行
な
っ
て
い
た
が
、
西
丸
大
奥
女
性
の
菩
提
供
養
の
施
餓
鬼
の
た
め
、
お
た
る
女
性
が

（
鰯
）

代
参
し
て
い
る
。
ま
た
、
暉
姫
が
庖
瘡
に
か
か
っ
た
折
、
祈
祷
と
施
餓
鬼
供
養
を
同
時
に
行
な
っ
て
い
る
。
家
斉
逝
去
後
に
は
、
過
去
の

歴
代
将
軍
の
追
善
供
養
の
た
め
、
施
餓
鬼
修
行
を
感
応
寺
で
行
な
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

天
保
十
年
（
一
八
三
九
）

十
月
二
十
九
日
孝
恭
略

十
一
月
十
日
西
丸
↑

天
保
十
一
年
二
八
四
○
）

五
月
三
日
本
丸
癖

天
保
十
二
年
（
一
八
四
二

八
三
九
）孝

恭
院

本
丸
暉

（
施
餓
鬼
関
係
）
江
戸
城
大
奥
女
性
の
代
参
に
つ
い
て
（
望
月
）

四
○
）

西
丸

本
丸
、

、
代
々
尊
霊
の
菩
提
の
た
め
施
餓
鬼
を
依
頼
す
る

西
丸
方
々
菩
提
の
施
餓
鬼
の
た
め
、
代
参
御
末
頭
お
た
る
女
性
が
代
参
す
る

姫
庖
瘡
に
付
、
祈
祷
並
び
に
施
餓
鬼
修
行
を
依
頼
す
る

木
氏
女
性
、
日
蓮
真
筆
御
消
息
一
幅
、
日
親
本
尊
一
幅
を
奉
納
す
る

右
大
将
庖
瘡
中
に
付
、
御
幕
二
張
、
白
銀
五
枚
を
奉
納
す
る

(I32)



閏
正
月
十
二
日
西
丸
老
女
瀬
山
女
性
、
高
祖
真
筆
病
即
消
滅
御
本
尊
一
幅
（
是
は
病
気
中
安
藤
対
馬
守
献
上
の
品
）
、
当
山
へ
金
十

両
を
添
え
て
奉
納
す
る

四
月
十
六
日
家
斉
守
本
尊
普
賢
菩
薩
像
・
秘
仏
大
黒
天
、
是
は
一
橋
御
館
よ
り
御
身
に
添
え
ら
れ
た
も
の
で
、
官
位
昇
進
の
時
の

厨
子
が
出
来
、
七
重
の
厨
子
入
り
本
堂
左
の
脇
壇
に
安
置
さ
れ
る
。
普
賢
菩
薩
は
内
仏
間
に
安
置
さ
れ
、
遺
物
金
五

十
両
、
そ
の
外
品
々
御
手
道
具
類
が
奉
納
さ
れ
る

西
丸
高
木
女
性
は
、
日
蓮
消
息
や
日
親
本
尊
と
い
っ
た
信
仰
の
対
象
と
な
る
宝
物
を
感
応
寺
に
奉
納
し
て
い
る
。
ま
た
、
西
丸
瀬
山
女

性
は
、
安
藤
対
馬
守
か
ら
献
上
さ
れ
た
日
蓮
筆
病
即
消
滅
本
尊
に
金
十
両
を
添
え
て
奉
納
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
、
礼
拝
の
対
象
と
な
る

日
蓮
宗
先
師
関
係
の
宝
物
が
感
応
寺
に
奉
納
さ
れ
て
い
る
の
は
特
記
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
他
に
も
家
斉
守
本
尊
の
仏
像
が
奉
納
さ
れ
、

感
応
寺
に
勧
請
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
家
斉
庖
瘡
の
折
に
、
そ
の
全
快
を
祈
っ
て
、
幕
と
金
品
が
奉
納
さ
れ
て
い
る
点
も
着
目
さ
れ
よ
う
。

天
保
十
二
年
二
八
四
一
）

天
保
十
一
年
二
八
四
○
）

五
月
二
十
九
日
本
丸
貞
明
院
（
暉
姫
）
御
遺
物
、
谷
村
女
性
持
参
に
て
奉
納
す
る

六
月
十
九
日
玻
玉
院
（
萬
沙
姫
）
屏
風
一
双
・
六
火
鉢
火
覆
共
一
つ
・
白
晒
一
疋
と
い
っ
た
御
遺
物
〔
奉
納
の
た
め
〕
薩
沢
女
性

そ
の
外
大
勢
参
詣
す
る

六
月
二
十
日
田
安
御
殿
町
田
女
性
、
貞
明
院
御
遺
物
を
持
参
し
、
代
参
す
る

七
月
五
日
本
丸
、
右
大
将
様
庖
瘡
中
に
付
、
御
幕
二
張
、
白
銀
五
枚
を
奉
納
す
る
浄
歓
院
（
御
台
所
）
葬
御
に
付
、
御
遺
物
金

江
戸
城
大
奥
女
性
の
代
参
に
つ
い
て
（
望
月
）

（
御
遺
物
）
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十
二
月
八
日

天
保
十
一
年
（
一
八
四
○
）

五
月
二
日
西
丸
丑
年
男
性
、
戌
年
女
性
、
一
切
無
障
礦
の
祈
祷
を
依
頼
す
る

十
月
三
日
田
安
右
衛
門
督
老
女
町
田
女
性
、
巳
年
女
性
の
御
初
尾
と
し
て
金
百
疋
、
霊
明
院
一
周
忌
に
付
回
向
料
金
三
百
疋
を

四
月
十
四
日
細
川
栄
照
院
閏
正
月
二
十
五
日
逝
去
に
付
、
御
遺
物
と
し
て
後
光
巌
院
哀
筆
法
華
経
和
歌
の
掛
軸
一
幅
、
所
持
の
鏡

二
面
、
使
者
山
下
の
太
兵
衛
・
筒
井
五
郎
女
が
持
参
す
る

六
月
二
十
日
田
安
御
殿
町
田
女
性
、
貞
明
院
御
遺
物
を
持
参
し
、
代
参
す
る

寺
院
に
日
蓮
宗
ゆ
か
り
の
宝
物
を
奉
納
す
る
こ
と
は
よ
く
行
な
わ
れ
る
が
、
貞
明
院
、
玻
玉
院
、
栄
照
院
、
浄
歓
院
と
い
っ
た
本
丸
・

西
丸
女
性
に
ゆ
か
り
の
あ
る
宝
物
を
遺
物
と
し
て
奉
納
し
て
い
る
例
が
顕
著
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
両
者
の
つ
な
が
り
の
深
さ
を
物

語
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

江
戸
城
大
奥
女
性
の
代
参
に
つ
い
て
（
望
月
）

三
十
両
奉
納
し
た
い
旨
、
老
女
椙
尾
女
性
、
小
山
女
性
よ
り
申
し
出
が
あ
る

十
月
十
八
日
本
丸
川
嶋
女
性
・
成
瀬
女
性
・
お
さ
か
女
性
等
が
代
参
す
る
。
こ
の
時
小
倉
女
性
、
紫
檀
木
彫
り
の
香
炉
台
一
つ

鰐
口
の
緒
一
筋
、
奉
納
す
る
（
浄
歓
院
御
遺
物
）

天
保
十
二
年
（
一
八
四
二

（
十
二
支
祈
祷
関
係
）

奉
納
す
る

祖
師
本
丸
へ
御
上
り
中
、
白
銀
五
枚
一
包
・
同
三
枚
一
包
・
外
に
御
初
尾
一
通
・
目
録
包
五
十
五
・
銀
包
二
十
五
・

お
ひ
ね
り
百
四
・
丑
年
祈
祷
御
初
尾
金
百
疋
、
浜
岡
女
性
よ
り
奉
納
が
あ
る

(I34)



十
二
月
三
十
一
日
来
年
和

天
保
十
二
年
二
八
四
二

閏
正
月
六
日
西
丸
、

閏

正

月

六

日

西

丸

、

来
年
丑

金
三
両
を
奉
納
す
る
。
瀬
山
老
女
、
巳
年
男
性
引
移
に
付
、
千
巻
陀
羅
尼
を
依
頼
す
る

天
保
十
一
年
五
月
二
日
に
西
丸
丑
年
男
性
・
戌
年
女
性
の
祈
祷
を
感
応
寺
に
依
頼
し
て
い
る
。
同
年
田
安
御
殿
老
女
町
田
女
性
が
、
巳

年
女
性
の
初
尾
金
と
し
て
金
百
疋
を
奉
納
し
て
お
り
、
干
支
の
中
で
も
特
に
依
頼
者
の
年
回
り
の
祈
祷
が
行
な
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

感
応
寺
の
祖
師
は
、
天
保
十
一
年
十
二
月
八
日
に
江
戸
城
に
上
っ
て
お
り
、
そ
の
奉
納
金
が
浜
岡
女
性
を
通
じ
て
感
応
寺
へ
送
ら
れ
て

（
調
）

い
る
。
こ
の
祖
師
像
の
江
戸
城
お
上
り
は
、
身
延
山
奥
の
院
祖
師
・
古
仏
堂
祖
師
の
江
戸
出
開
帳
の
折
も
同
様
で
あ
っ
た
。

感
応
寺
の
祖
師
は
、
天
ね

い
る
。
こ
の
祖
師
像
の
江
言

九
月
十
八
日
白
銀
御
殿
細
川
蓮
性
院
（
文
恭
院
妹
）
、
家
斉
様
祈
祷
料
と
し
て
金
三
両
を
奉
納
す
る

正
月
二
十
九
日
西
丸
、

天
保
十
一
年
（
一
八
四
○
）

天
保
十
二
年
（
一
八
四
二

天
保
十
年
（
一
八
三
九
）

正
月
二
十
九
日
西
丸
、
三
日
間
の
祈
祷
を
依
頼
す
る
。
一
橋
の
お
付
老
女
笹
本
氏
野
村
女
性
、
家
斉
大
病
に
て
祈
祷
を
依
頼
す
る

四
月
十
六
日
家
斉
守
本
尊
普
賢
菩
薩
像
・
秘
仏
大
黒
天
、
是
は
一
橋
御
館
よ
り
御
身
に
添
え
ら
れ
た
も
の
で
、
官
位
昇
進
の
時
の

厨
子
が
出
来
、
七
重
の
厨
子
入
、
本
堂
左
の
脇
壇
に
安
置
す
る
。
普
賢
菩
薩
は
内
仏
間
に
安
置
、
遺
物
金
五
十
両
、

そ
の
外
品
々
御
手
道
具
類
が
奉
納
さ
れ
る

五
月
七
日
西
丸
大
奥
女
性
四
人
、
当
山
に
て
剃
髪
す
る
。
生
駒
女
性
（
本
常
院
殿
妙
生
日
恵
法
尼
）
・
御
老
中
お
と
や
女
性

江
戸
城
大
奥
女
性
の
代
参
に
つ
い
て
（
望
月
）

（
文
恭
院
〔
家
斉
〕
関
係
）

年
公
方
四
十
九
、
家
斉
・
御
台
所
共
六
十
九
歳
を
迎
え
る
に
付
、
祈
祷
料
と
し
て
金
五
両
が
下
さ
れ
る

（〃5）



十
一
代
将
軍
家
斉
は
、
普
賢
菩
薩
を
守
り
本
尊
と
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
家
斉
は
天
保
十
二
年
（
一
八
四
二
閏
正
月
晦
日
に
逝

去
し
た
が
、
こ
れ
に
伴
い
、
一
橋
家
よ
り
拝
領
し
た
秘
仏
大
黒
天
は
感
応
寺
の
本
堂
に
、
普
賢
菩
薩
は
内
仏
間
に
安
置
さ
れ
、
遺
物
金
や

そ
の
他
の
ゆ
か
り
の
品
々
が
奉
納
さ
れ
た
。
清
水
御
殿
よ
り
も
、
五
月
十
日
は
家
斉
百
ケ
日
忌
に
つ
き
、
法
事
料
と
し
て
白
銀
三
枚
他
の

奉
納
が
あ
っ
た
。
西
丸
女
性
の
、
生
駒
女
性
・
御
老
女
お
と
や
、
老
中
お
る
せ
、
お
切
手
お
く
の
女
性
が
感
応
寺
に
て
剃
髪
し
て
い
る
こ

と
は
、
信
仰
的
に
も
着
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
特
に
家
斉
が
逝
去
せ
ら
れ
て
た
後
、
こ
れ
ら
の
大
奥
女
性
が
仏
門
に
入
っ
た
と
い
う
こ

と
が
特
筆
す
べ
き
こ
と
と
い
え
よ
う
。

江
戸
城
大
奥
女
性
の
代
参
に
つ
い
て
（
望
月
）

（
成
量
院
殿
妙
誠
日
諦
法
尼
）
、
御
老
中
お
る
せ
女
性
（
深
性
院
殿
妙
玄
日
理
法
尼
）
、
そ
れ
ぞ
れ
御
初
尾
金
百
疋
、

山
主
へ
金
三
百
疋
・
文
庫
内
白
総
子
一
疋
、
御
切
手
お
く
の
女
性
（
成
園
院
殿
位
月
日
照
信
尼
）
、
御
初
穂
金
百
疋
・

山
主
へ
金
二
百
疋
、
文
庫
の
内
白
縮
緬
一
疋
、
他
に
金
百
疋
文
恭
院
尊
前
へ
、
そ
れ
ぞ
れ
奉
納
が
あ
る
。
こ
の
四
人
、

金
一
両
を
院
家
役
者
四
人
へ
、
金
二
両
二
分
衆
僧
十
人
へ
、
金
百
疋
待
者
二
人
へ
、
金
一
両
香
刺
僧
へ
、
金
五
十
疋

用
部
屋
へ
、
金
百
疋
働
の
者
へ
、
金
百
五
十
疋
下
男
山
番
へ
、
蒸
寵
五
組
惣
中
へ
、
そ
れ
ぞ
れ
奉
納
す
る

五
月
八
日
清
水
御
殿
、
、
代
参
と
し
て
八
十
浦
女
性
を
遣
わ
し
、
来
る
十
日
家
斉
百
ヶ
日
に
付
、
御
法
事
料
と
し
て
白
銀
五
枚
・

御
初
尾
金
百
疋
貫
主
へ
、
汐
見
饅
頭
一
折
中
納
言
よ
り
外
に
金
百
疋
・
御
初
尾
金
百
疋
・
文
庫
の
内
白
羽
二
重
一
反

を
山
主
へ
、
八
十
浦
女
性
よ
り
金
五
十
疋
・
御
初
尾
・
蕎
麦
一
組
・
干
菓
子
一
折
、
そ
れ
ぞ
れ
奉
納
す
る

家
斉
菩
提
の
た
め
、
駒
野
女
性
が
追
善
料
と
し
て
永
代
金
五
十
両
ず
つ
、
毎
年
正
月
・
七
月
両
度
に
下
さ
れ
る
旨
を

（
千
巻
陀
羅
尼
関
係
）

伝
え
る
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天
保
十
年
（
一
八
三
九
）

四
月
四
日

大
奥
絹

天
保
十
一
年
（
一
八
四
○
）

大
奥
嶋

正
月
二
十
日
西
丸
、
家
斉
容
体
悪
化
に
付
、
三
日
間
の
祈
祷
を
依
頼
し
、
千
巻
陀
羅
尼
が
修
行
さ
れ
る

五
月
五
日
家
斉
、
御
台
所
の
千
巻
陀
羅
尼
を
依
頼
す
る

十
一
月
十
九
日
家
斉
祈
祷
の
た
め
千
巻
寿
最
品
を
読
調
し
、
小
倉
女
性
、
布
施
と
し
て
金
五
両
を
奉
納
す
る

西
丸
滝
沢
女
性
、
千
巻
陀
羅
尼
の
布
施
と
し
て
金
三
両
を
奉
納
す
る

閏
正
月
六
日
西
丸
、
金
三
両
を
奉
納
す
る
。
瀬
山
老
女
、
巳
年
男
性
引
移
に
付
、
千
巻
陀
羅
尼
を
依
頼
す
る

閏
正
月
十
日

姫
路
侯
の
代
参
と
し
て
石
本
勝
左
衛
門
が
白
銀
七
枚
を
持
参
し
、
西
丸
様
祈
祷
と
し
て
三
日
間
、
千
巻
・
寿
量
品
修

行
を
依
頼
す
る

家
斉
や
御
台
所
の
祈
祷
の
た
め
、
千
巻
陀
羅
尼
修
行
や
千
巻
寿
量
品
を
感
応
寺
に
依
頼
し
て
い
る
。
ま
た
、
本
丸
亀
五
郎
の
調
子
が
悪

い
の
で
、
千
巻
陀
羅
尼
修
行
の
祈
祷
を
依
頼
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
で
き
る
。

い
の
で
、
千
率

天
保
十
二
年
（
一
八
四
こ

天
保
十
一
年
（
一
八
四
○
）

三
月
二
十
七
日
右
大
将
庖
癒
に
付
、
祈
祷
を
依
頼
す
る

四
月
二
十
日

〔
右
大
将
〕
庖
瘡
後
に
付
、
祈
祷
を
依
頼
す
る

江
戸
城
大
奥
女
性
の
代
参
に
つ
い
て
（
望
月
）

（
庖
瘡
関
係
）

田
女
性
、
本
丸
亀
五
郎
君
御
不
例
に
付
、
祈
祷
の
た
め
千
巻
陀
羅
尼
修
行
を
依
頼
す
る

(〃7）



閏
正
月
十
二
日
本
丸
右
大
将
様
御
腹
於
美
津
方
御
部
屋
局
さ
よ
の
、
右
大
将
様
月
並
み
の
御
符
料
と
し
て
金
一
両
二
分
、
怨
敵
退
散

の
祈
祷
料
と
し
て
金
二
百
疋
の
奉
納
が
あ
る

閏
正
月
二
十
四
日
本
丸
小
野
田
女
性
、
金
五
百
疋
を
奉
納
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
右
大
将
様
が
全
快
に
な
り
、
御
符
が
授
け
ら
れ
る
。

家
斉
が
難
病
に
か
か
っ
た
折
、
二
ヶ
月
間
御
符
が
授
与
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
家
斉
は
月
並
み
の
祈
祷
と
し
て
御
符
料
を
感
応
寺
に
奉

十
二
月
四
日
本
丸
部

十
二
月
十
二
日
有
君
御

天
保
十
二
年
（
一
八
四
こ

閏
正
月
十
二
日
本
丸
↑

江
戸
城
大
奥
女
性
の
代
参
に
つ
い
て
（
望
月
）

四
月
二
十
四
日
本
丸
暉
姫
庖
術
に
付
、
祈
祷
を
依
頼
す
る

五
月
三
日
本
丸
暉
姫
庖
瘡
に
付
、
祈
祷
並
び
に
施
餓
鬼
修
行
を
依
頼
す
る

七
月
五
日
本
丸
よ
り
右
大
将
様
庖
癒
中
に
付
、
幕
二
張
、
白
銀
五
枚
を
奉
納
す
る

（
”
）

江
戸
時
代
後
期
に
は
流
行
病
と
し
て
庖
瘡
が
流
行
っ
て
お
り
、
家
斉
の
子
女
五
十
五
人
の
全
員
が
庖
瘡
と
麻
疹
に
か
か
り
、
二
人
が
庖

瘡
で
死
亡
し
て
い
る
。
天
保
十
一
年
に
は
本
丸
暉
姫
、
家
斉
が
庖
瘡
に
か
か
っ
て
お
り
、
大
奥
女
性
は
感
応
寺
に
平
癒
の
た
め
の
祈
祷
を

依
頼
し
て
い
る
。

天
保
十
一
年
（
一
八
四
○
）

五
月
二
十
五
日
右
大
将
様
六
・
七
月
中
の
内
、
難
病
あ
ら
せ
ら
る
に
付
、
二
ケ
月
間
御
符
が
授
与
さ
れ
、
一
日
金
一
朱
ず
つ
、

六
枚
が
奉
納
さ
れ
る

十
二
月
四
日
本
丸
於
美
津
方
、
右
大
将
様
御
符
料
と
し
て
金
一
両
二
分
・
御
初
尾
金
二
百
疋
を
奉
納
す
る

十
二
月
十
二
日
有
君
御
不
例
の
節
、
御
符
献
上
に
付
、
本
丸
よ
り
白
銀
三
枚
が
下
さ
れ
る

（
御
符
関
係
）

計
銀

(J")



納
し
、
怨
敵
退
散
の
祈
祷
を
依
頼
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
感
応
寺
か
ら
の
祈
祷
と
し
て
御
符
が
授
与
さ
れ
た
こ
と
が

わ
か
る
。
こ
の
記
録
に
は
、
江
戸
城
内
の
み
で
は
な
く
、
徳
川
御
三
卿
の
一
橋
家
・
田
安
家
・
清
水
家
の
女
性
と
の
つ
な
が
り
も
み
ら
れ

る
。
そ
こ
で
、
御
三
卿
大
奥
女
性
の
信
仰
形
態
を
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

九
月
二
十
一
日
一
橘
埜

天
保
十
一
年
二
八
四
○
）

二
月
一
橋
鉤

二

月

一

橋

御

天
保
十
年
（
一
八
三
九
）

正
月
二
十
九
日
西
丸
、
三
日
間
の
祈
祷
を
依
頼
す
る

一
橋
の
お
付
老
女
笹
本
氏
野
村
女
性
、
文
恭
院
大
病
に
て
祈
祷
を
依
頼
す
る

九
月
二
十
一
日
一
橋
館
、
夜
中
祈
祷
を
依
頼
す
る

守
殿
（
永
姫
）
、
常
盤
橋
御
殿
（
浅
姫
）
、
大
手
前
御
住
居
（
千
代
姫
）
、
日
比
谷
御
住
居
（
盛
姫
）
、
本
郷
御

住
居
（
溶
姫
）
、
尾
州
・
紀
州
・
水
戸
峯
樹
院
、
明
石
、
川
越
そ
の
外
、
白
銀
三
枚
ず
つ
奉
納
す
る

十
月
二
十
二
日
一
橋
民
部
卿
祈
祷
と
し
て
桜
井
女
性
・
三
輪
野
女
性
が
白
銀
二
枚
を
奉
納
す
る

十
一
月
七
日
一
位
様
御
容
態
に
付
、
一
橋
民
部
卿
が
祈
祷
を
依
頼
し
、
金
三
両
老
女
野
川
女
性
よ
り
申
し
出
が
あ
る

十
一
月
二
十
一
日
大
御
所
御
不
例
に
付
、
一
橘
老
女
野
川
女
性
が
祈
祷
料
と
し
て
白
銀
二
枚
を
奉
納
す
る

十
一
月
二
十
九
日
一
橋
民
部
卿
誕
生
日
に
付
、
広
瀬
女
性
が
金
百
両
を
奉
納
す
る

十
二
月
四
日
一
橘
民
部
卿
、
大
御
所
様
祈
祷
料
と
し
て
金
三
両
奉
納
す
る
旨
、
野
川
女
性
よ
り
申
し
伝
え
が
あ
る

十
二
月
十
八
日
一
橋
御
殿
広
間
女
性
・
沢
井
女
性
、
例
年
の
通
り
、
お
歳
幕
白
銀
三
枚
を
奉
納
す
る

江
戸
城
大
奥
女
性
の
代
参
に
つ
い
て
（
望
月
）

二
橋
御
殿
）

(139)



天
保
十
年
（
一
八
三
九
）

十
二
月
二
十
四
日
田
安
一
位
嫡
男
右
兵
衛
、
当
山
へ
納
め
る
床
柱
其
の
外
十
六
本
、
石
数
十
、
金
子
五
十
両
、
回
向
料
白
銀
三
枚
、
田

安
家
御
物
頭
山
本
十
郎
兵
衛
他
が
持
参
す
る
。
こ
れ
を
も
っ
て
、
新
規
に
内
仏
間
、
居
間
等
が
普
請
さ
れ
る

閏
一
月
十
七
日
一
橋
御
殿
、
金
三
両
、
御
初
尾
金
百
疋
を
遣
わ
す
。
野
川
女
性
、
家
斉
大
切
に
付
、
御
台
所
御
心
痛
の
趣
、
民
部
卿

よ
り
心
配
あ
っ
て
祈
祷
を
お
願
い
し
た
い
旨
を
依
頼
す
る

四
月
十
六
日
家
斉
守
本
尊
普
賢
菩
薩
尊
像
・
秘
仏
大
黒
天
、
是
は
一
橋
御
館
よ
り
御
身
に
添
え
ら
れ
官
位
昇
進
の
時
の
厨
子
が
で

き
、
七
重
の
厨
子
入
り
本
堂
左
の
脇
壇
に
安
置
す
る
。
普
賢
菩
薩
は
内
仏
間
に
安
置
し
、
遺
物
金
五
十
両
、
そ
の
外

品
々
御
手
道
具
類
を
奉
納
す
る

七
月
十
七
日
一
橋
御
殿
よ
り
大
嶋
・
盛
岡
そ
の
外
大
勢
が
来
山
し
、
山
中
に
赤
飯
が
配
ら
れ
る

代
参
の
女
性
と
し
て
老
女
笹
本
・
野
村
・
桜
井
・
三
輪
・
野
川
・
広
蘭
・
沢
井
・
大
嶋
・
盛
岡
・
広
瀬
が
あ
げ
ら
れ
る
。
一
橋
家
民
部

（
認
）

卿
は
、
家
斉
御
不
例
の
折
に
感
応
寺
に
祈
祷
を
依
頼
し
て
お
り
、
毎
月
一
橋
大
奥
女
中
衆
が
大
乗
院
へ
参
詣
し
、
題
目
を
唱
え
て
い
る
。

他
に
も
、
多
く
の
女
性
が
感
応
寺
に
代
参
し
て
い
る
が
、
家
斉
自
身
が
一
橋
家
出
身
で
あ
り
、
一
橋
家
は
熱
心
な
法
華
信
仰
を
も
っ
て
い

（
露
）

た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
は
そ
の
信
仰
的
な
つ
な
が
り
の
深
さ
を
示
し
て
い
る
内
容
と
い
え
よ
う
。

江
戸
城
大
奥
女
性
の
代
参
に
つ
い
て
（
望
月
）

十
二
月
二
十
九
日
一
橋
民
部
卿
、
毎
月
女
中
衆
が
大
乗
院
へ
参
詣
し
、
題
目
を
唱
え
る
に
付
、
挨
拶
と
し
て
金
三
百
疋
奉
納
す
る
旨
、

野
川
女
性
よ
り
申
し
伝
え
が
あ
る

天
保
十
二
年
二
八
四
二

閏
一
月
十
七
日
一
橋
袖

（
田
安
御
殿
）

(I40)



七
月
二
十
四
日

十
月
三
日

六
月
二
十
日

七
月
八
日

天
保
十
一
年
二
八
四
○
）

十
二
月
二
十
九
日
若
浦
↑

天
保
十
二
年
（
一
八
四
二

二
月
四
日
田
安

三
月
二
十
三
日
田
安
銅
田
安

一

日

田

安

御

十
一
月
六
日

十
二
月
十
日

四
月
八
日

一
位
、
当
春
家
斉
よ
り
拝
領
し
た
梅
樹
二
株
を
奉
納
す
る

殿
よ
り
町
田
女
性
が
代
参
し
、
一
位
様
よ
り
依
頼
の
あ
っ
た
寛
徳
院
・
無
量
院
・
本
徳
院
・
霊
明
院
尊
霊
永

代
追
善
料
と
し
て
金
二
十
両
を
奉
納
す
る

田
安
公
染
筆
の
浬
藥
像
表
具
完
成
に
付
、
誕
生
会
に
諸
人
が
拝
す
る
。
諸
地
極
彩
色
に
し
て
幅
凡
そ
二
間
余
、
長
さ

三
間
余
、
今
は
池
上
本
門
寺
に
あ
り

江
戸
城
大
奥
女
性
の
代
参
に
つ
い
て
（
望
月
）

納
す
る

町
田
女
性
、
田
安
一
位
少
々
容
態
悪
し
き
に
付
、
祈
祷
料
金
二
百
疋
を
奉
納
す
る
旨
、
申
し
出
が
あ
る

田
安
一
位
自
筆
の
浬
梁
像
大
幅
一
幅
、
表
具
衣
地
、
御
紋
散
の
画
（
い
ず
れ
も
極
彩
色
）
、
表
具
代
と
し
て
金
三
両
、

箱
代
と
し
て
金
一
両
二
分
を
奉
納
す
る
（
当
山
第
一
の
霊
宝
）
。

若
浦
女
性
、
田
安
一
位
床
上
げ
に
付
、
白
銀
二
枚
・
お
歳
暮
金
二
百
疋
を
奉
納
す
る
旨
、
申
し
伝
え
が
あ
る

奉
納
す
る

尾
州
御
本
殿
老
女
蘭
井
女
性
、
田
安
清
窕
院
永
代
回
向
料
と
し
て
金
七
両
、
自
身
も
金
二
百
疋
を
奉
納
す
る

田
安
右
衛
門
督
老
女
町
田
女
性
、
巳
年
女
性
の
御
初
尾
と
し
て
金
百
疋
、
霊
明
院
一
周
忌
に
付
回
向
料
金
三
百
疋
を

田
安
御
殿
町
田
女
性
、
貞
明
院
御
遺
物
を
持
参
し
、
代
参
す
る

田
安
御
殿
老
女
町
田
女
性
が
参
詣
し
、
一
位
館
に
て
糸
の
緒
を
お
ら
せ
、
源
斎
匡
の
認
め
た
鬼
子
母
神
の
画
像
を
奉

(14I)



代
参
の
女
性
と
し
て
、
藤
粋

華
経
一
部
を
奉
納
し
て
い
る
。

天
保
十
一
年
（
一
八
四
○
）

十
一
月
九
日
清
水
御
殿
よ
り
藤
村
女
性
が
代
参
し
、
恭
真
院
（
式
部
卿
斎
明
卿
後
室
）
が
書
写
し
た
法
華
経
一
部
、
金
五
十
両
外

に
御
初
尾
金
百
疋
を
奉
納
す
る

十
二
月
十
五
日
浦
野
女
性
、
清
水
宮
内
卿
君
が
中
納
言
に
昇
進
に
付
、
御
初
尾
と
し
て
白
銀
二
枚
下
さ
れ
る
の
由
、
申
し
伝
え
る

閏
一
月
十
六
日
清
水
御
殿
浦
野
女
性
、
御
紋
付
服
紗
三
つ
の
代
金
四
両
二
分
と
銀
二
角
五
分
を
奉
納
す
る

四
月
八
日
清
水
御
殿
、
鐘
楼
寄
進
と
し
て
金
百
両
を
奉
納
す
る

五
月
八
日
清
水
御
殿
よ
り
代
参
と
し
て
八
十
浦
女
性
が
遣
わ
さ
れ
、
来
る
十
日
文
恭
院
百
ヶ
日
に
付
、
法
事
料
と
し
て
白
銀
五

枚
・
御
初
尾
金
百
疋
貫
主
へ
、
汐
見
饅
頭
一
折
中
納
言
よ
り
外
に
金
百
疋
・
御
初
尾
金
百
疋
・
文
庫
の
内
白
羽
二
重

一
反
を
山
主
へ
、
八
十
浦
女
性
よ
り
金
五
十
疋
御
初
尾
・
蕎
麦
一
組
・
干
菓
子
一
折
、
そ
れ
ぞ
れ
奉
納
す
る

代
参
の
女
性
と
し
て
、
藤
村
・
浦
野
・
八
十
浦
女
性
が
感
応
寺
に
参
詣
し
て
お
り
、
恭
真
院
（
式
部
卿
斎
明
卿
後
室
）
の
書
写
し
た
法

天
保
十
二
年
（
一
八
四
二

江
戸
城
大
奥
女
性
の
代
参
に
つ
い
て
（
望
月
）

田
安
御
殿
の
老
女
町
田
女
性
が
、
貞
明
院
（
暉
姫
）
遺
物
を
感
応
寺
に
奉
納
し
て
い
る
。
田
安
一
位
は
、
寛
徳
院
・
無
最
院
・
本
徳
院
・

霊
明
院
の
永
代
追
善
料
と
し
て
二
十
両
を
感
応
寺
に
奉
納
し
て
い
る
。
田
安
御
殿
に
は
田
安
一
位
の
自
筆
に
よ
る
浬
藥
像
一
幅
が
あ
り
、

仏
画
も
描
い
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

（
清
水
御
殿
）

こ
う
し
て
感
応
寺
と
の
結
び
つ
き
は
、
江
戸
城
本
丸
・
西
丸
を
始
め
、
御
三
卿
の
大
奥
に
も
及
ん
で
い
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
、
天

(142)
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表3 大奥女性施主日一覧

（
宛
、
［
）

蝋
峠
酔
搾
騨
卦剖

謎
禅
柊
哩
率
鯉

鐸
凱
呼
巨
謹
豐

特
拭
得
回
電
型

苓
閏
や
二
｝
蝋
掛

亜
匿
画
。
田
雪

川
に
蝿
裡
如
農

１
－
鶚
３
ｓ
猿
肱

川
国
や
レ
ー
侭

〃
型
‐
。
ｏ
鑿
。

皇
十
弾
拙
響
岬

起
《
川
剖
塞
し
ｓ

側
〃
淵
し
ヨ
レ

屋
鍾
這
Ｊ
幻
△

鐸
拭
築
剖
唱
鋼

嶺
培
侭
ｍ
ｅ
維

圏
醤
ｅ
岬
鋼
纂

剖
匿
雲
ヤ
雑
州

謹
歯
霞
穂
ｅ
壹

拭
号
縛
華
埠
肱

歴
築
型
〃
ｅ
係

迦
国
匿
ｓ
Ｕ
裡

拭
張
匿
褐
〃
。

終
十
に
や
二
ｓ

型
川
〃
画
褐
幻

画
〃
二
鞘
や
枳

１
謹
脅
曇
二
ｓ

十
侭
や
鵯
園
華

Ⅲ
魁
剖
超
ｅ
淵

〃
慰
川
侭
マ
鵯
１

超
畏
心
罫
照
喧
鞭

侭
骨
ら
誤
逆
廓
く

ヨ
鵯
判
ｅ
某
暑
〉

姪
国
梢
昼
〃
戻
皇

長
隅
埋
篝
〃
園
・

圏
十
ｅ
に
鵯
如
純

〃
川
梹
嵐
裡
。
筵

越
〃
ｅ
鶏
０
１

画
超
筵
や
蒋
獺
韮

十
侭
淵
拙
鴇
隠
何

川
ヨ
鵯
画
迭
ご
罫

評
一
鎚
錘
粋
唯
尋
呼

異
圏
侭
川
蕪
１
１

鵠
終
幽
囚
縄
扣
罠

型
、
富
長
圏
頚

暮
川
号
車
庫
蕊

川
十
。
↑
一
‐
ｅ
量

Ⅱ
蝿
川
墾
匡

日 施主名 供養経典読経者

20日

21日

22日

23日

25日

26日

27日

山
岡
町

瀬
浩
花

丸
丸
丸

西
本
西

小野日向守殿

本丸瀧津

西丸瀧山

本丸興津氏女性

中野氏戌年女性

戸田氏女性

序品池上貫主日万・方便品能成院・譽嶮品照栄院・信解品日遵

薬草品理境院・授記品文承院・化城品慈天院・五百品上千葉日隣

人記品能成院・法師品文承院・宝塔品常精院・提婆品中延日詮

勧持品能成院・安楽品照栄院・涌出品日雄・寿量品真間賞主日暉

神力品能成院・属累品照栄院・薬王品文承院・妙音品日修

普門品理境院・惣持品能成院・厳王品日袋・普賢品池上御庵日教

惣供養・音楽・兒・十種供養・施餓鬼・放生会・投餅



（
鋤
）

に
お
以
登
の
方
と
お
美
代
の
方
が
い
る
。
お
以
登
の
方
に
は
、
千
三
郎
と
い
う
子
供
が
い
た
が
、
生
来
視
力
が
弱
く
、
盲
目
子
と
さ
え
い

わ
れ
た
。
こ
れ
が
、
中
延
法
蓮
寺
日
詮
の
祈
祷
に
よ
っ
て
視
力
が
回
復
し
、
福
井
松
平
斉
承
家
の
養
子
と
な
り
、
さ
ら
に
は
福
井
七
十
五

万
石
の
嗣
子
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
法
華
信
仰
に
入
っ
て
い
る
。
一
方
お
美
代
の
方
は
、
『
徳
川
諸
家
系
譜
』
で
は
養
父
は
中
野
碩
翁
と
な
っ

（
鋤
）

て
い
る
が
、
実
父
は
中
山
智
泉
院
の
僧
日
啓
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
お
美
代
の
方
は
、
天
保
八
年
二
月
七
日
に
「
御
美
代
病
気
二

（
符
）
（
犯
）

付
祈
祷
林
昌
寺
宇
了
二
日
二
御
ふ
う
洗
米
為
持
参
遣
ス
三
月
十
四
日
頃
也
陀
羅
尼
千
巻
与
調
」
と
病
気
の
折
に
、
池
上
林
昌
寺
に
御
符
を

求
め
、
千
巻
陀
羅
尼
祈
祷
を
依
頼
し
て
い
る
。

こ
う
し
て
感
応
寺
は
女
縁
に
よ
っ
て
幕
府
の
祈
祷
所
と
な
り
、
寺
域
を
賜
っ
て
伽
藍
を
造
営
し
た
が
、
下
総
中
山
の
法
華
経
寺
と
と
も

に
大
奥
女
中
の
不
義
を
働
い
た
と
い
わ
れ
て
い
壷
こ
の
江
戸
城
大
奥
祈
願
所
と
な
っ
て
い
た
寺
院
は
、
日
蓮
宗
と
し
て
中
山
法
華
経
寺
．

江
戸
城
大
奥
女
性
の
代
参
に
つ
い
て
（
望
月
）

鮒
心
丑
回
。
、
珊
備
Ｓ
鄙
Ｉ
鴎
（
仔
勝
端
画
報
粋
弾
罰
副
瞬
回
亘
葦
薪
）

(J44)

蔵
讓
ｌ
津

叶
荊
１
斗

汁
革
麗
篤
礒
池
１
斗
・
遭
汁
臘
鶏
韓
事
与
磁
粒
・
鐘
汁
甑
斉
幹

凝
弔
津
善
十
簿
塗
汁
誉
固
寿
ｌ
議

野
寓
懲
壷
叶
ｌ
辻
芦
刈
鰍
Ｉ
唾

珊
、
雪
汁
叶
ｌ

掛
川
川
言
露
加
１
斗

匿
雪
琶
計
計
倭
鑿
雪
刊
競

咽
洲
鰍
ｌ
唾

織
書
故

母園圏圖圖 l l l 田
捕計計計掛藷藷藷端
雪吾 bl丑雪雪雪言
時頚升田螺蝉認認悪
詳津扉津津

啓
叶

齢齢哉齢

洲言墨離
毒iY･演毒
SSSS

計計計叶

撫
霊
肝
雪
国
汁
詳

昌
洋
渥
茸
奮
鍵

塞
鍬



遭
帳
〃

漣
判
蝿

〃
鐙
倉

毎
幻

繁

掲
催
い

や
潮

旦

醒
、

判

作
型

草

裡
州

維

《
一
〆

叩
－

し
型

や

。
や

吊

弾
匡
割
。
狸

砿
鵠
く
評
。

墨
長
し
３

畳
》
一

筆
牢
如
側

（
、
刷
り
〃

望
〃
侭
雪

拭
旦
蕊
侭

罫
長
龍
や

Ｋ
Ｊ
髄
〉

篝
。
壕
呈

肛
蝿
頼
ｅ

罠
某
禅
唖

〃
心
霊
照

型
ぺ
瑳
〆

盤
榊
帳
剖

怖
判
ｅ
蝿

ｅ
裡
岬
舗

心
。
〃
如

黒
密
室
ま

り
や
縄
謹

詞
禅
〕
ｅ

く
岬
仲
異
娼

某
ｅ
黒
繁

心
窯
３
偽

造
匡
剖
ｅ

省
幻
裡
作

築
心
。
僅

姉
黒
伶
遥

消
Ｕ
茶
／

患
〃
三
里

沖
浄
辿
蒋

悟
排
ｅ

表5 感応寺奉納品一覧

（
や
、
『
）

愚肛鴬+く感侭起e準郷里OS卜′ （訓唾）

奉納者 経緯 宝物名

□□

院
院
大
歓
廣
浄

本丸貞明院

本丸瑛玉院

本丸跡部氏お美津の方

西丸中野氏お美代の方

西丸戸田氏お瑠璃の方

開山日萬

寄付

寄付

遺物

遺物

遺物

奉納

奉納

奉納

感得

高祖大菩薩十界勧請病即消滅本尊一幅

高祖真筆十界勧請本尊一幅、梨子地御紋ちらし御手箱一つ

梨子地金御紋散し御守刀箱一つ、地黒塗糸車に蘭沈金彫御料紙硯筥一組

布袋の燭台、糸細工の□、御紋付黒塗御盟御湯桶一組

御台子一組、但役付小道具共一式、金御紋付大火鉢一つ、御火覆共

高祖大菩薩御真筆消息一幅（日遠極付)、鍋冠日親|･界勧諭受茶羅本尊一幅

池上二十五世日顔本尊一幅（惇信院殿家重公御庖癒の時、台命により御懐中守に献上開運萢瘡

守護の本尊也)、感応寺境内分間地図、銀座秋山内記進上・鏡御本尊（日々写せば鏡の内に題目

現れる)、 （佐渡の国の神主の男火消子何某より進上）銀の燭台一対（高二尺寸)、受皿台共ギヤ

マン（菊座惣体菊の毛彫シン切共）

唐貝入菊の蒔絵御文台、金御紋付長柄桑柄御銚子一組

養珠院お萬の御方御襟掛法華経一部・紺紙金泥京人の筆（日遠数年感得の所、養珠院日,L､尊尼へ

授与、書御判あり、守は金地へ金の紋付、外筥黒塗金紋付)、高祖大菩薩御自画御影一幅（水鏡

の御影と云)、 日朗作帝釈天尊像一体（御丈一尺斗)、同御真筆首題両尊平厨子入（加藤滑正添状．

日遠極付)、天台大師御影（池上十一世日現極付)、加藤清正筆三十番神勧請本尊一幅（高麗日遥



嵐|旦暮K罫拭起e芝撫型OS卜′ （訓亟）

（
や
、
『
）

(註） □は判読不能な文字

蕊
や
屋
築
却
却

鵜
↓
慣
繁
』
狸

″
匿
扣
淵
掛
部

弛
縄
蝋
》
終
や

識
》
一
一

索
瞬
蕊
裡
〃
如

舗
津
淵
ｓ
や
圓

酷
制
一
報
斗
需
蝉

縄
唖
需
岬
評
却

總
ｊ
礫
浄
和
幻

》
一
》
壁
》
》

終
余
や
即
郷
斗

仙
塞
稜
剖
任
砕

呵
鱈
準
蝉
蛭
、
峰

倉
。
尋
迂
專
坐

搾
》
》
嘩
蕊
螺

尋
識
砕
戸
騨
網
嘩

調
い
Ｐ
唖
捧
却
一
》
一

〃
齪
蒋
坐
溌
垣

叩
一
画
や
密
骨
ｌ

》
》
窪
麺
畷
恥

。
ヨ
祭
榊
劃
・

皇
涯
帳
水
桶
熱

尋
句
ｅ
無
川
や

鋼
く
二
錘
炸
ｅ

這
母
》
唱
罐
》

盤
母
砕
０
叫
皇

隷
峰
丞
半
娯
斗

到
Ｊ
裡
醸
。
暑

〃
Ｉ
斗
二
這
侭
二

一橋館

清水館

細川松栄院

初祖日詮

寄付

寄付

遺物

感得

上人極付)、池上九世日純十界勧請本尊一幅（雷除の本尊と云)、兆殿司筆十二天絵二幅、毘沙門

天像・誕生仏田安一位寄付、諸地極彩色御自画大混藥像一幅・一品源斎匡の筆（養華翁の御印
交有)、高祖大士・六九中老僧画像自筆一幅、蓮糸地へ自画極彩色愛敬鬼子母神御影（源斎匡と
御名印あり）

(法華経一部・無量義経題目壱萬三千遇の文字を以画たる）鬼子母神・十羅刹女神の口像一幅

有栖川恭真院様御書写法華経一部（村雲御所瑞鷲宮御開眼越前家千三郎より寄付)、子の日小松
盛の御掛物、住吉廣行の画、大御紋付廣蓋二枚

後光巌院展筆一幅、法華経安楽行品の御縁歌

高祖大菩薩消息一幅、遠沽院日亨十界勧請本尊（剣難除の本尊と云)、同法華経三ノ巻一巻、中

山日祐本尊一幅、行学院日朝真筆御本尊一幅、 日章池上二十七世本尊一幅、身延山三哲本尊三

幅､日重・日龍（乾） ・日遠、池上十三世日尊本尊一幅、 日朝徳行記一巻、 口禎本尊一幅、寿量
品の偶石摺、智恩院宮二本親王懐紙一幅、加茂競馬絵巻物一巻、名僧百人一首（絵は土佐家．狩
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思
わ
れ
る
。
ま
た
、
感
応
寺
に
は
家
斉
親
族
の
遺
物
が
奉
納
さ
れ
た
が
、
こ
れ
に
よ
り
将
軍
家
ゆ
か
り
の
寺
院
と
し
て
の
つ
な
が
り
が
深

ま
り
、
こ
れ
を
基
に
信
仰
を
介
し
た
つ
な
が
り
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

感
応
寺
に
勧
請
さ
れ
る
仏
像
は
、
江
戸
城
大
奥
女
性
の
寄
進
し
た
も
の
で
、
礼
拝
の
対
象
と
な
る
仏
像
で
あ
っ
た
。
こ
の
仏
像
に
対
し
、

大
奥
女
性
は
回
向
・
祈
願
を
行
な
っ
て
い
た
が
、
特
に
、
水
神
へ
正
月
・
五
月
・
九
月
の
祈
願
月
に
法
楽
加
持
を
依
頼
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
水
神
信
仰
が
顕
著
で
あ
っ
た
こ
と
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
本
丸
・
西
丸
大
奥
女
性
の
み
な
ら
ず
田
安
御
殿
・
清
水
御

殿
・
一
橋
御
殿
と
い
っ
た
御
三
卿
大
奥
女
性
も
感
応
寺
に
代
参
し
て
い
る
こ
と
も
着
目
さ
れ
る
点
で
あ
る
。

天
保
六
年
二
八
三
五
）
に
発
願
さ
れ
、
同
十
一
年
二
八
四
○
）
に
は
取
り
潰
し
に
な
っ
た
感
応
寺
で
あ
る
が
、
史
料
的
に
は
天
保

江
戸
城
大
奥
女
性
の
代
参
に
つ
い
て
（
望
月
）

め
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

①
大
奥
関
係
菩
提
の
た
め
に
施
餓
鬼
供
養
を
感
応
寺
に
依
頼
す
る
。

②
大
奥
女
性
ゆ
か
り
の
宝
物
を
感
応
寺
に
奉
納
す
る
。

③
十
二
支
の
年
回
り
、
庖
瘡
平
癒
の
祈
祷
を
感
応
寺
に
依
頼
す
る
。

④
十
一
代
将
軍
家
斉
、
江
戸
城
大
奥
ゆ
か
り
の
人
々
の
追
善
供
養
を
感
応
寺
に
依
頼
す
る
。

⑤
感
応
寺
の
祖
師
・
水
神
・
霊
神
に
奉
納
す
る
。

⑤
感
応
寺
の
祖
師
・
水
神
金

⑥
感
応
寺
の
御
符
を
求
め
る
。

以
上
、
江
戸
城
大
奥
女
性
と
感
応
寺
の
関
係
に
つ
い
て
、
特
に
信
仰
を
介
し
た
つ
な
が
り
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
て
み
て
き
た
が
、
ま
と

ま
と
め
に

(I47)



註

江
戸
城
大
奥
女
性
の
代
参
に
つ
い
て
（
望
月
）

九
年
（
一
八
三
八
）
か
ら
同
十
一
年
（
一
八
四
二
に
か
け
て
大
奥
女
性
が
代
参
し
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
い
え
る
こ
と

は
、
こ
の
間
江
戸
城
大
奥
の
祈
祷
所
と
し
て
君
臨
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
大
奥
女
性
は
、
奉
納
金
や
供
物
を
奉
納
し
、
代
参
者

の
感
応
寺
へ
の
出
入
り
は
毎
月
絶
え
な
か
っ
た
。
一
般
的
に
、
江
戸
城
大
奥
に
仕
え
て
い
る
女
性
に
と
っ
て
寺
院
へ
の
代
参
は
城
外
に
出

る
機
会
と
な
っ
た
か
ら
、
御
台
所
や
中
臘
の
使
い
と
し
て
頻
繁
に
神
社
仏
閣
に
参
詣
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
感
応
寺
の
場
合
も
、
御
台

所
の
代
り
と
し
て
大
奥
女
性
が
代
参
し
た
が
、
た
だ
参
詣
し
た
ば
か
り
で
は
な
く
、
本
人
も
祈
祷
や
回
向
と
い
っ
た
仏
事
を
依
頼
し
、
感

応
寺
の
祖
師
や
礼
拝
の
対
象
と
な
る
仏
像
や
本
尊
に
祈
り
を
捧
げ
て
い
た
こ
と
は
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
祈
り
も
現
世
利
益
を

反
映
し
た
も
の
で
あ
り
、
御
符
や
お
札
も
頂
戴
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
依
頼
し
た
御
台
所
は
勿
論
の
こ
と
、
代
参
を
実
際
に
お
こ
な
っ
た

老
女
や
表
使
・
御
使
番
と
い
っ
た
女
性
の
中
に
は
信
仰
を
介
し
て
つ
な
が
り
が
あ
っ
た
女
性
も
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

将
軍
家
や
将
軍
自
身
は
菩
提
寺
が
あ
り
、
天
台
宗
・
浄
土
宗
の
信
仰
が
中
心
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
大
奥
女
性
の
中
に
は
、
念
仏
の
信

仰
を
持
つ
も
の
と
題
目
の
信
仰
を
持
つ
も
の
と
が
二
分
し
て
お
り
、
題
目
信
仰
に
関
し
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
グ
ル
ー
プ
単
位
で
、
城
内
で
信

仰
活
動
を
行
な
っ
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

へへへ
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「
日
本
史
広
辞
典
」
山
川
出
版
社
代
参
の
項
目
。

桜
井
徳
太
郎
『
講
集
団
成
立
過
程
の
研
究
」
二
四
八
頁
。

拙
稿
「
江
戸
城
大
奥
女
性
の
法
華
信
仰
」
（
「
大
崎
学
報
」
一
四
六
号
所
収
）
・
「
幕
末
期
の
社
会
と
法
華
信
仰
」
（
立
正
大
学
日
蓮
教
学
研
究

所
編
「
日
蓮
教
学
と
そ
の
周
辺
」
所
収
）
・
「
江
戸
城
大
奥
女
性
の
稲
荷
信
仰
」
（
『
大
崎
学
報
」
一
五
○
号
所
収
）
等
が
あ
る
の
で
参
照
さ
れ
た

い
０
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蓮
堂
に
安
置
さ
れ
て
い
る
、
と
提

（
肥
）
「
大
田
区
史
資
料
編
寺
社
１
」

（
Ⅳ
）
こ
の
本
堂
の
用
材
は
、
一
時
皿

山
史
」
二
六
～
二
七
頁
）
。

へへへへへへ
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（
４
）
高
柳
光
寿
「
江
戸
城
大
奥
女
性
の
生
活
」
八
二
～
九
七
頁
。

（
５
）
大
谷
木
醇
堂
「
灯
前
一
睡
夢
」
に
「
世
上
に
て
延
命
院
の
事
績
を
喋
々
す
れ
ど
も
、
こ
の
智
泉
院
、
感
応
寺
の
不
埒
、
不
始
末
、
不
届
に
比
す

れ
ば
日
潤
、
柳
全
が
罪
悪
は
い
わ
ゆ
る
大
倉
の
梯
米
に
過
ぎ
ず
」
と
、
延
命
院
事
件
は
大
奥
の
女
中
と
破
戒
僧
日
潤
の
桃
色
事
件
と
し
て
、
智
泉

院
事
件
は
中
山
法
華
経
寺
内
の
智
泉
院
を
将
軍
家
の
菩
提
寺
と
し
、
感
応
寺
事
件
は
、
新
た
に
一
寺
を
建
立
し
て
、
こ
れ
を
将
軍
家
の
菩
提
寺
に

し
よ
う
と
企
て
た
事
件
と
い
わ
れ
て
い
る
。

（
６
）
「
天
保
年
間
に
お
け
る
鼠
山
感
応
寺
の
興
廃
」
（
「
大
崎
学
報
」
一
○
○
号
所
収
）

（
７
）
「
江
戸
学
事
典
」
（
弘
文
堂
）
富
く
じ
の
項
目
。

（
８
）
天
王
寺
は
、
現
在
天
台
宗
寺
院
と
し
て
台
東
区
に
存
在
し
て
い
る
。

（
９
）
「
櫨
楓
」
地
の
巻
、
東
京
都
豊
島
区
雑
司
が
谷
法
明
寺
所
蔵
（
新
編
若
葉
の
梢
刊
行
会
刊
『
新
編
若
葉
の
梢
」
所
収
）
。
以
下
、
特
に
注
記
の

な
い
限
り
、
同
史
料
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

（
皿
）
高
柳
前
掲
書
九
四
～
九
五
頁
。

（
ｕ
）
高
柳
前
掲
書
二
六
九
～
二
七
四
頁
。
「
徳
川
諸
家
系
図
』
第
二
。

（
吃
）
「
巷
街
餐
説
』
（
続
日
本
随
兼
大
成
「
近
世
風
俗
見
聞
集
」
九
所
収
）

「
谷
中
感
応
寺
を
雑
司
谷
鼠
山
に
移
し
谷
中
を
天
王
寺
と
改
む
」
今
江
戸
叢
書
」
巻
八
、
一
三
頁
所
収
）
。

『
瑞
轄
寺
沿
革
史
」
（
谷
中
瑞
輪
寺
刊
）
。
ま
た
、
「
燈
前
一
睡
夢
」
に
は
こ
の
祖
師
像
が
城
中
で
作
ら
せ
た
も
の
で
あ
る
と
記
さ
れ
、
さ
ら
に

こ
の
像
は
取
り
潰
し
後
、
池
上
本
門
寺
に
納
ま
り
、
後
に
新
宿
柏
木
常
円
寺
に
移
っ
た
。
現
在
は
八
王
子
大
法
寺
に
移
さ
れ
、
八
王
子
感
応
山
日

蓮
堂
に
安
置
さ
れ
て
い
る
、
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

「
大
田
区
史
資
料
編
寺
社
１
」
所
収
。

こ
の
本
堂
の
用
材
は
、
一
時
比
企
谷
妙
本
寺
に
置
か
れ
、
後
に
身
延
山
久
遠
寺
本
堂
の
一
部
と
し
て
使
用
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
含
身
延

「
櫨
楓
」
紹
介
文
（
新
編
「
若
葉
の
梢
」
所
収
）
。

「
感
応
寺
を
殿
つ
」
（
「
江
戸
叢
書
」
巻
八
、
一
三
頁
所
収
）
。

江
戸
城
大
奥
女
性
の
代
参
に
つ
い
て
（
望
月
）

「
世
珍
録
」

(149)



（
鋤
）
高
柳
「
前
掲
書
」
二
七
五
頁
。

（
瓢
）
「
藤
岡
屋
日
記
」
に
よ
れ
ば
、
天
保
十
二
年
十
一
月
五
日
に
寺
社
奉
行
に
よ
り
「
祈
祷
所
」
と
し
て
認
め
ら
れ
、
同
寺
塔
中
の
智
泉
院
は
「
祈

祷
御
法
用
取
扱
所
」
と
な
っ
て
い
る
。

（
犯
）
「
感
応
寺
興
隆
記
」
（
「
大
田
区
史
資
料
編
・
寺
社
１
」
所
収
）
一
五
二
七
頁
。

（
翌
本
多
辰
次
郎
編
「
類
従
伝
記
大
日
本
史
第
二
巻
将
軍
・
執
政
篇
」
で
は
、
「
将
軍
家
斉
が
晩
年
に
寵
愛
し
た
お
美
代
の
方
の
養
父
は
中
野
碩
翁

で
あ
る
が
、
実
父
は
雑
司
谷
感
応
寺
の
僧
日
啓
で
あ
っ
た
。
こ
の
寺
は
女
縁
に
よ
っ
て
幕
府
の
祈
祷
所
と
な
り
、
寺
域
を
賜
っ
て
伽
藍
を
造
営
し
、

下
総
中
山
の
法
華
経
寺
と
と
も
に
大
奥
の
女
中
に
不
義
を
働
い
た
。
」
（
三
三
一
頁
）
と
し
て
い
る
。

（
鈍
）
拙
稿
「
江
戸
城
大
奥
女
性
の
稲
荷
信
仰
」
（
立
正
大
学
日
蓮
教
学
研
究
所
編
「
日
蓮
教
学
と
そ
の
周
辺
」
所
収
）
。

（
弱
）
「
類
従
伝
記
大
日
本
史
第
二
巻
将
軍
・
執
政
篇
」
に
は
、
「
将
軍
家
の
香
華
院
で
あ
る
増
上
寺
で
は
、
本
丸
将
軍
附
き
の
女
中
に
手
を
入
れ
て
、

そ
の
帰
依
を
促
し
た
の
で
、
本
丸
と
西
丸
の
女
中
は
日
頃
軋
礫
し
て
い
た
の
で
、
か
く
て
浄
土
宗
と
日
蓮
宗
の
争
い
と
な
っ
た
と
い
ふ
。
そ
の
た

め
か
家
斉
の
不
例
も
表
向
き
へ
は
披
露
せ
ず
、
智
泉
院
の
住
持
日
尚
が
奥
向
き
庭
口
よ
り
日
々
祗
候
し
て
祈
祷
し
た
」
（
三
三
九
頁
）
と
あ
る
。

へへへへへへへへへへ
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料
集
）
。

徳
川
幕
府
家
譜
会
徳
川
諸
家
系
図
」
第
一
所
収
）
。

「
国
史
大
辞
典
」
（
吉
川
弘
文
館
）
家
斉
の
項
目
。

拙
稿
「
江
戸
城
大
奥
女
性
の
法
華
信
仰
」
（
「
大
崎
学
報
」
一
四
六
号
所
収
）
。

「
江
戸
学
事
典
」
（
弘
文
堂
）
流
行
病
の
項
目
。

感
応
寺
の
近
隣
に
存
在
し
た
寺
院
で
あ
る
。

一
橋
家
は
、
本
山
誕
生
寺
（
千
葉
県
安
房
郡
天
津
小
湊
町
）
の
祖
師
堂
を
奉
納
し
て
い
る
ほ
ど
の
篤
信
家
で
あ
っ
た
（
『
天
津
小
湊
町
史
」
史

「
感
応
寺
興
隆
記
」
（

右
同
、
一
五
二
七
頁
。

徳
川
幕
府
家
譜
（
「
徳
川
諸
家
系
図
』
第
一
所
収
）
。

埼
玉
県
秩
父
郡
浄
蓮
寺
所
蔵
文
書
（
「
大
田
区
史
資
料
編
・
寺
社
２
」
所
収
。

「
感
応
寺
興
隆
記
」
二
大
田
区
史
資
料
編
・
寺
社
ｌ
」
所
収
）
一
五
二
三
頁
。

江
戸
城
大
奥
女
性
の
代
参
に
つ
い
て
（
望
月
）

(150)


